
いじめ防止対策及び働き方改革
モデル校としての取り組み
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モデル校として初年度の目標

ミニ研修を行い、自身の働き方に対する意識

を高める

負担感の大きな業務を整理し、学校でできるこ

とを模索する

意識改革



ミニ研修を行い、自身の働き方

に対する意識を高める



ミニ研修
校長室通信



自身のレーダーチャート作り



組織の健康度チェック



業務改善の研修会



負担感の大きな業務を整理し、

学校でできることを模索する



負担になっている業務は何だろう？

❶会議の時間
かかりすぎ。放課後16時

からの会議では勤務時
間内に終わるはずない

❷多くのプリント類
印刷するにも配付するに
も大規模校だと大人数。
時間がかかる。

❹部活動
放課後の練習に土日の試合
技術指導ができないことも精
神的に負担

❸こまごまとした仕事
安全点検・電話応対・教室整
備・校区内の見守り活動

❺生徒指導
生徒への指導だけでなく情報
や方針共有のための会議や
保護者連絡に時間がかかる。



• 会議の時間がかかりすぎる。放課後16時からの
会議では勤務時間内に終わるはずない。

• 進路にかかわる会議・生徒指導にかかわる会議、
生徒数が多いと抱える件数も多い。それだけ時
間もかかる。

部会・学年会・職員会議の日は5時間授業にする
会議のルールをつくる

❶会議の時間



• 印刷するにも配付するにも大規模校だと大人数
で時間がかかる。

• プリントの整理がついてなく、必要な時に探すの
に時間がかかる。

スクールサポートスタッフの活用
職員会議のペーパーレス化

コンピュータ・サーバー内のルールの確立
職員室の大掃除

❷多くのプリント類



スクールサポートスタッフに
印刷業務を依頼

印刷作業をする
スクールサポート

スタッフ

スクールサポートスタ
ッフに作成を依頼した
百人一首の教材



職員会議
はペーパ
ーレスに



職員室の大掃除





• 安全点検

• 校区内の見守り活動（祭り・夜市・長期休業中）

• 電話応対

朝の欠席・遅刻連絡 地域からの電話

• 教室整備

日々の清掃・メンテナンス 年度末の教室内清掃

エアコン・物品の点検準備

可能なところから廃止したり簡素化の
工夫をしたりする

安全点検の
様式の見直し
（押印の簡素化）

留守番電話の
設置

見守り活動の
実施方法の見直し

❸こまごまとした仕事



• 放課後の練習、土・日の試合など時間を費やされる。

• 技術指導ができないことが精神的に負担。

平日1日・休日1日の部活動休養日の徹底
部活動指導員の導入

❹部活動



部活動指導員の取り組み
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試合の経過などを書いたテニス部通信も部活動指導員
が作成
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テニス部の場合

競技の実技
指導

試合大会
の参加決
定・申込

保護者対
応

会計

備品・物
品の管理

活動日程
の決定

生徒指導

プリント印
刷・申込
書作成

生徒指導



月 火 水 木 金 土 日

事務
的な仕
事内
容・時
間

生徒
指導・
保護
者対
応

およそ
の合
計

Ａ ○ １ｈ １ｈ ６ｈ

Ｂ １ｈ １ｈ ３ｈ

部活
動指
導員

○ ○ ○ ○ ○ ２ｈ ９ｈ

休養
日

休養
日

平日の放課後の時間確保

土日に2人のうち１人
は休めるようになる

テニス部顧問と部活動指導員の勤務時間の関係



部活動指導員導入の効果

•生徒の意欲向上
技術指導をしっかりしてもらえるために生徒も意欲的

に競技の技術を上げることができる。生徒指導面でも

大人のいない時間がなくなり、生徒の様子に目が行き届く。

•顧問の精神的負担軽減
部活動の業務を中心になってやってもらえるので、

実技指導に自信がない顧問でも助かっている。

•顧問の時間的負担軽減
平日の部活動。試合の引率も可能になり、顧問の

時間的負担軽減になっている。



今後に期待すること

• 顧問の精神的・時間的な負担軽減のため、
今後も部活動指導員の活用をしていきたい。

• どのような部経営をするのかについては、学
校と部活動指導員の連携が大切である。

• 部活動指導員の学校内での立場を整理する
ことも必要である。

• どの部活に指導員を導入するか、顧問の状
況など、学校経営を見据えた検討が必要で
ある。



• 急な生徒指導によってしようと思っていた仕事が
後回しになり、生徒指導が一段落した後残ってす
ることになる。

• 学年の人数が多い分、生徒指導も多くなる。

• 丁寧な指導を心がければ、その分時間がかかる。

• 方向性が見えなかったり、教職員のベクトルがそ
ろわなかったりすると疲労感がつのる。

予防的な生徒指導で教職員の
ベクトルを合わせる

教職員全員による教育相談
学級力アンケートの実施

❺生徒指導



今年度の成果①

• 目標である「意識改革」はある程度達成

年度当初と比較して、あなた自身の働き方改革についての
意識は高まりましたか。

肯定的評価 ８２％

年度当初と比較して、自校の教職員の働き方改革についての意
識が高まったと感じますか。

肯定的評価 ６７％
•

• 「モデル校アンケート調査結果より」



今年度の成果②

スクールサポートスタッフの活用・留守番電話の設置は
有効であることがわかった

スクールサポートスタッフの活用によりあなた自身の長時間労働が
解消(緩和）されましたか。

肯定的評価 ７１％

留守番電話の設置によりあなた自身の長時間労働が解消(緩和）され
ましたか。

肯定的評価 ７６％

「モデル校アンケート調査結果より」



生徒指導上の対応の多さ

長時間勤務の解消につながる
生徒指導体制を確立

未然防止・早期発見・早期解決が鍵

今年度の課題

勤務時間外の在校等時間の多さ



生徒理解のための取り組み

・いじめ、問題行動の未然防止と

早期発見及び適切な対応

・教員と生徒との信頼関係の構築



生徒理解のために
１ 学校生活・交友関係アンケートと教育相談

５月、１１月、

３月（１・２年生のみ）実施

２ 学級力向上プロジェクト

学級力アンケートの取り組み

６月、１０～１１月、

２月（１・２年のみ）実施

３ ハイパーQUアンケート ６月実施



生徒理解のために

４ 校内研修会

４月（教育相談の進め方）、

７月（ハイパーQUの分析、

講師を招いての研修会、不登校について

と傾聴の姿勢）、

１０月（支援、指導の方法を学ぶ）

５ 絆学習プロジェクト



１ 学校生活・交友関係アンケート
と教育相談

５月 学級担任による教育相談

１１月 全教職員による教育相談

（生徒が相談者を選ぶ形での教育相談）

３月 学級担任による教育相談



生徒が相談者を選ぶ形での教育相談
【ねらい】

〇いじめの早期発見と生徒の実態を把握

する。

○困ったことが起きた際に相談窓口とな

る教員を増やし、早期対応、早期支援

を行う。

○より多くの教職員が、より多くの生徒と

繋がる機会とし、情報共有を図ると共に

連携を図り、「チーム学校」として対応

し、学校全体で支援していく体制を作る。



生徒が相談者を選ぶ形での教育相談

【ねらい】

○面談を「生徒にとって」価値のある

時間にする。

○期間中の担任への負担軽減を図る。

○すべての教員がカウンセリングスキ

ルを向上させる機会をもつ。



アンケート結果

86%

13%
1%

1 とても聞いて
もらえた

２どちらかという
と聞いてもらえ
た

３あまり聞いて
もらえなかった

４全く聞いても
らえなかった

0%



1 とても良いと
思う

２どちらかと
いうとい良と
思う

３どちらかとい
うと良くない
と思う

４全く良くない
と思う

24%

73%

2% 1%



1 生徒が相談者
を選ぶ形の教
育相談

２学級担任が学
級の生徒全員
に行う形の教
育相談

３その他

85%

11% 4%



２ 学級力向上プロジェクト

１）学級力アンケートのねらい

〇生徒一人ひとりにとって心の居場所のあ

る生き生きとした「学級・ 学年集団」

づくりをする。

〇いじめを未然に防ぎ、いじめを発生させ

ない学級・学年集団づくりをする〈いじ

め防止教育〉



２ 学級力向上プロジェクト

１）学級力アンケートのねらい
〇学級力を向上させるために、生徒たち自身

に課題意識と課題解 決に参加する意識を持

たせる。

〇教師と生徒たちの協同的な学級づくりの取

り組みを支援する。

〇学級経営を、個々の担任のものとせず、学

年や学校全体のものとして、学級や生徒た

ちを見守り支える。



２）「学級力」の６つの領域

領域１ 達成力（目標、改善、役割、団結）

領域２ 自律力（主体性、時間、運営、けじめ）

領域３ 対話力（聞く姿勢、つながり、積極性、

合意力）

領域４ 協調力（支え合い、修復、感謝、協力）

領域５ 安心力（認め合い、尊重、仲間、平等）

領域６ 規律力（学習、生活、整理、校外）



３） 実践内容

スクラムタイム①

・「いい学級とは何か？」

ビッグ・カルタ

・ 第１回学級力アンケート



学級力アンケートを基にした
レーダーチャートの分析



スクラムタイムで考えた学級の
『売り（成果）』と『直し（課題）』

成果と課題
を可視化



ソーシャルスキルワーク

•アンガーマネージメント

•人間関係づくり

•ストップ！いじめ



スクラムタイムでのほめほめタイム

ほみはカード

目標が達成できた
ら班員が実りシー
ルを貼ってあげる

頑張っていた人の具
体的な頑張りを書い
てあげる



リーダー会での取り組み

• 学級力向上プロジェクトの学級での取り組
みを学年リーダー会で振り返る。

• 向上していた項目についてリーダー会で話
し合い、『ホームラン賞』として学年集会
で表彰する。

• 改善が必要な部分については、リーダー会
で話し合い、学年での点検活動等の取り組
みに繋げていく。



学級力向上プロジェクトでの
学級の成長



達成力



対話力

協調力



安心力

規律力



１年間の振り返りと賞状カード

• ３月に、スクラムタイムでこれまでの取
り組みを振り返り、次年度に繋げる。

• 班員や学級のみんなから『賞状カード』
にその人の頑張りを具体的に書いてもら
う。

クラスのみんなから
頑張っていたところ
を書いてもらう



子どもと
向き合う時間の

創出

未然防止・早期発見・
早期解決できる

生徒指導体制の確立

次年度に向けて

教員と生徒との
信頼関係の構築

・主な年間行事の精選
・執務しやすい職員室

の環境整備
・会議の時間設定の

ルール化

勤務時間外の在校等時間を縮減

生徒指導上の対応を縮減



ありがとうございました。

広島市立五日市中学校


